
目次
新年度予算………………………………………2～ 3
第 1回定例会・第 1回臨時会………4～ 7
委員会報告………………………………………8～11
市政を問う……………………………………13～23
夢チャレンジ……………………………………… 24

Fr
om

 SOO City Assem
bly

曽於市議会だより

令和元年 5月 7日
発行

第56号
です

SOO CITY

こんにちは

Close-up

第 2 回 定例会予定
6 月 4 日…………………… 開会
6月 5 日～ 7日… … 一般質問
6月26日…………………… 閉会

クローズアップ



曽於市議会だより　№ 56　令和元年 5月 7日発行

新年度予算 クローズアップ
企業誘致・企業操業促進対策費

地域子育て支援拠点事業

農業公社運営

葬祭管理費

保育所等整備補助事業

下水道建設事業

8,735万円
IT関連企業に曽於市を「認知」させ、「来
訪」してもら
い、「移住・
創業・誘致」
の実現を目的
として本年度
新たにIT企業
誘致支援業務
を実施します。

1,692万円
各地域（末吉・大隅・財部）で子育て
支援の環境を整えるものです。

1,899万円
農業公社運営のための負担金等です。

3,014万円
待合室の畳間をシート張りの床へ、バ
リアフリー化するものです。

8,250万円
認定こども園かさぎの大規模修繕及び
高之峯保育園の改築です。

7,480万円
汚泥脱水処理施設建設が主なものです。

改築予定のたからべ森の学校教室 バリアフリー予定の待合室

改修前の認定こども園かさぎ

下水施設（他自治体類似施設）完成イメージ写真

4月開所の子育て支援センター（大隅地域）

農業公社開始式

2



賛成多数
可　決

☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。

平成31年度 予算のゆくえは
一般会計当初予算 234億3,000万円

会計名 31年度（当初予算） 30年度（当初予算） 増減比率（％）

一 般 会 計 234億3,000万円 231億3,400万円 1.3

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 55億2,617万円 54億8,629万円 0.7

後期高齢者医療 5億7,389万円 5億7,628万円 ▲0.4

介 護 保 険 54億9,924万円 54億8,447万円 0.3

公共下水道事業 2億5,710万円 1億9,616万円 31.1

生活排水処理事業 1億1,323万円 1億1,268万円 0.5

笠木簡易水道事業 1,785万円 1,820万円 ▲2.0

水 道 事 業 会 計 10億6,457万円 8億9,253万円 19.3

☆市民サービスのために
	 24億1,034万円
議会費…………………………… 1億8,776万円
総務費…………………………22億2,258万円

☆生きがいと健康のために
	 92億5,858万円
民生費…………………………73億8,601万円
衛生費…………………………18億7,257万円

☆豊かなくらしのために
	 41億4,197万円
農林水産業費…………20億2,489万円
商工費…………………………21億1,708万円

☆くらしと安全のために
	 25億0,120万円
土木費…………………………17億7,828万円
消防費…………………………… 6億8,988万円
災害復旧費………………………… 3,304万円

☆文化と教養のために
	 18億7,531万円
教育費…………………………18億7,531万円

☆返済のために
	 32億1,260万円
公債費…………………………32億1,260万円

☆備えのために
	 3,000万円
予備費…………………………………… 3,000万円
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曽於市議会だより　№ 56　令和元年 5月 7日発行

第1回 定例会
会　　期　平成31年 2月15日～ 3月25日（39日間）
一般質問　10名の議員が登壇（詳細は13～23ページ）

第１回　定例会の様子

第
１
回　
臨
時
会

会
期　
平
成
31
年
１
月
７
日
～
８
日
（
２
日
間
）

臨
時
会

◎
議
案
第
1
号　

補
正
予
算
（
第
８
号
）

10
億
１
２
７
６
万
円
追
加
で
、
思
い
や
り
ふ
る
さ
と
寄
附
金
が

主
な
も
の
で
す
。

　第
1
回
定
例
会

◎
議
案
第
19
号　

補
正
予
算
（
第
９
号
）

3
億
３
６
０
１
万
円
追
加
で
、
市
立
学
校
の
空
調
設
備
に
係
る

設
置
工
事
や
ふ
る
さ
と
寄
附
金
等
の
追
加
で
す
。

◎
議
案
第
36
号　

補
正
予
算
（
第
10
号
）

２
２
８
９
万
円
追
加
で
、プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
や
市
道
２

路
線
の
事
業
費
等
の
追
加
で
す
。

平
成
30
年
度　

曽
於
市
一
般
会
計
補
正
予
算

総
額
２
６
４
億
10
万
円
（
補
正
後
予
算
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詳
細
は
８
～
10
ペ
ー
ジ
）
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☆定例会とは年 4回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3月・6月・9月・12月に開催します。

条
例
改
正

議
案
第
３
号

空
家
等
の
適
切
な
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

空
家
等
の
適
切
な
管
理
及
び
活
用
に
つ
い
て
、

緊
急
的
な
危
機
回
避
の
措
置
に
つ
い
て
定
め
、

曽
於
市
空
家
等
対
策
審
議
会
を
設
置
し
、
空
家

等
に
関
す
る
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　
緊
急
的
な
危
機
回
避
の
措
置
と
は
。

答　

所
有
者
等
の
同
意
を
基
本
と
し
て
看
板
や

三
角
コ
ー
ン
の
設
置
な
ど
必
要
最
小
限
の
措
置

を
想
定
し
、
同
意
を
得
ら
れ
な
い
場
合
や
所
有

者
が
判
明
し
な
い
場
合
は
、
弁
護
士
等
に
相
談

し
な
が
ら
対
応
す
る
。

議
案
第
５
号

末
吉
農
産
物
等
直
販
施
設
・
活
性
化
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

施
設
の
指
定
管
理
期
間
が
、
平
成
31
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
市
の

管
理
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
改
正
が
広
範
な
こ

と
か
ら
、
条
例
の
全
部
を
改
正
し
、
条
項
の
整

備
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

問　

平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
の
施
設
管
理
は

ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

答　

直
販
施
設
及
び
レ
ス
ト
ラ
ン
部
分
に
つ
い

て
は
、今
ま
で
ど
お
り
貸
館
と
し
、外
ト
イ
レ
、

施
設
内
ト
イ
レ
及
び
調
理
室
に
つ
い
て
は
メ
セ

ナ
末
吉
に
管
理
委
託
す
る
。

議
案
第
８
号

曽
於
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

財
部
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
者
減
少

の
た
め
廃
止
し
、
利
活
用
を
図
る
た
め
改
正
す

る
も
の
で
あ
る
。

問　
利
用
者
28
人
の
今
後
の
対
応
は
。

答　

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
は
全
て
の
方
が

他
の
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
話
を
進
め
て
い

る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

議
案
第
12
号

市
有
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

高
岡
下
団
地
に
市
有
住
宅
を
１
戸
新
築
す
る

こ
と
に
伴
い
、
関
連
す
る
規
定
を
改
正
す
る
も

の
で
あ
る
。

問　

工
事
費
及
び
入
居
基
準
等
は
。

答　

平
成
28
年
に
焼
失
し
、
火
災
保
険
に
よ
り

建
設
す
る
も
の
で
、
床
面
積
90
・
29
㎡
、
４
Ｌ

Ｄ
Ｋ
、
家
賃
２
万
４
９
０
０
円
、
工
事
費

１
８
４
２
万
円
で
あ
る
。
入
居
基
準
は
同
居
家

族
が
あ
る
こ
と
で
特
に
所
得
制
限
も
な
い
。

議
案
第
13
号

地
域
振
興
住
宅
条
例
の
一
部
改
正

　

見
帰
団
地
、
光
神
団
地
、
東
笠
木
団
地
に
地

域
振
興
住
宅
を
そ
れ
ぞ
れ
１
戸
新
設
す
る
こ
と

に
伴
い
、
関
連
す
る
規
定
を
改
正
す
る
も
の
で

あ
る
。

問　

毎
年
平
均
し
て
５
戸
程
度
の
退
去
者
が
あ

る
が
入
居
契
約
時
に
退
去
条
件
等
を
付
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

入
居
者
選
考
委
員
会
等
で
議
論
し
て
い
る
。

問　

退
去
し
た
人
の
状
況
は
。

答　

夫
婦
の
ど
ち
ら
か
が
地
元
の
方
で
あ
る
た

め
、
市
内
に
新
築
さ
れ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。

意
見　

入
居
希
望
者
の
住
み
た
い
と
こ
ろ
に
建

設
し
て
い
る
が
、
市
と
し
て
人
口
増
対
策
の
地

区
を
選
定
し
て
建
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決
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議
案
第
16
号

市
立
図
書
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
17
号

市
歴
史
民
俗
資
料
館
及
び
郷
土
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

開
閉
時
間
の
変
更
、
利
用
者
の
利
便
性
と
利

用
促
進
を
図
る
た
め
。

現
在　
10
時
～
19
時

新　
　
９
時
～
18
時

指
定
管
理
者
の
指
定

議
案
第
18
号

施
設
名

末
吉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者

㈱
ユ
ニ
テ
ィ

指
定
管
理
期
間

平
成
31
年
４
月
１
日
～
平
成
34
年
３
月
31
日

発
議

発
議
第
１
号

曽
於
市
議
会
議
員

　
　
政
治
倫
理
条
例
の
制
定

（
発
議
者
）　
山
田　
義
盛

他
6
名

本
条
例
は
「
議
員
の
名
誉
と
品
位
を
損
な
う

行
為
」「
市
職
員
の
職
務
執
行
を
妨
げ
る
行
為
」

な
ど
７
項
目
を
禁
止
。
市
か
ら
助
成
を
受
け
て

い
る
団
体
の
長
に
就
任
し
な
い
努
力
義
務
を
盛

り
込
ん
だ
。

違
反
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、有
権
者
の
１
０
０

分
の
１
ま
た
は
市
議
定
数
の
５
分
の
１
か
ら
請

求
が
あ
れ
ば
政
治
倫
理
審
査
会
を
設
置
し
、
必

要
に
応
じ
て
処
分
を
下
す
も
の
で
あ
る
。

（
施
行
期
日
）
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
。

反
対
討
論　

◎
市
民
か
ら
の
要
望
を
執
行
部
へ
伝
え
る
の
に

制
限
が
さ
れ
る
。　
　
　
　
（
渕
合　

昌
昭
）

◎
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
先
進
地
等
研
修

し
、
議
員
各
位
の
意
見
等
を
考
慮
し
て
、
十

分
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。　

（
久
長　

登
良
男
）

◎
議
論
が
深
ま
っ
て
な
い
の
で
、
も
う
少
し
内

容
を
煮
詰
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
今
鶴　

治
信
）

◎
整
合
性
に
か
け
る
。
審
議
不
足
で
あ
る
。

（
渡
辺　

利
治
）

◎
条
例
制
定
に
は
否
定
は
し
な
い
が
、
も
う
少

し
議
論
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
谷
口　

義
則
）

賛
成
討
論

◎
信
頼
回
復
の
た
め
に
即
刻
制
定
す
べ
き
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
地
知　

厚
仁
）

◎
市
民
の
模
範
と
な
る
べ
き
立
場
で
あ
る
。

（
海
野　

隆
平
）

◎
年
度
替
わ
り
の
４
月
１
日
に
施
行
す
べ
き
で

あ
る
。
即
断
即
決
、
即
実
行
、
本
市
議
会
に

と
っ
て
新
た
な
出
発
を
願
う
。（
土
屋　

健
一
）

◎
政
治
倫
理
条
例
は
必
要
で
あ
る
。

（
徳
峰　

一
成
）

◎
倫
理
条
例
制
定
は
市
民
へ
の
信
頼
回
復
の
た

め
に
も
必
要
で
あ
る
。 　
　
　
（
宮
迫　

勝
）

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

賛
成
多
数　
可
決

変
更
後

市立図書館
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☆議員が議案について賛成 ･反対の意思表示をすることを「表決」といいます。

議決結果一覧
原田議員は議長のため、表決には参加しない。賛成「○」。賛成者の
みを諮る表決方法であるため、賛成者以外

（反対者・態度保留者・棄権者等）は「●」としている。

議　案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名
結　
果

重
久　

昌
樹

松
ノ
下
い
ず
み

鈴
木　

栄
一

岩
水　
　

豊

渕
合　

昌
昭

上
村　

龍
生

宮
迫　
　

勝

今
鶴　

治
信

九
日　

克
典

伊
地
知
厚
仁

土
屋　

健
一

山
田　

義
盛

大
川
内
冨
男

渡
辺　

利
治

海
野　

隆
平

久
長
登
良
男

谷
口　

義
則

迫　
　

杉
雄

徳
峰　

一
成

報告 第 1 号 専決処分の報告について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　

案

第 2 号 曽於市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営
に関する基準等を定める条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 3 号 曽於市空家等の適切な管理等に関する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 4 号 曽於市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条
例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 5 号 曽於市末吉農産物等直販施設・活性化施設の設置
及び管理に関する条例の制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 6 号 曽於市職員の自己啓発等休業に関する条例の一部
改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 7 号 曽於市廃棄物処理施設の設置及び管理に関する条
例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 8 号 曽於市デイサービスセンターの設置及び管理に関
する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 9 号 曽於市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第10号 曽於市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第11号 曽於市産業振興審議会条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第12号 曽於市有住宅条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第13号 曽於市地域振興住宅条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第14号 曽於市水道事業に係る布設工事監督者及び水道技
術管理者に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第15号 曽於市教職員住宅条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第16号 曽於市立図書館の設置及び管理に関する条例の一
部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第17号 曽於市歴史民俗資料館及び郷土館の設置及び管理
に関する条例の一部改正 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第18号 指定管理者の指定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第19号 平成30年度曽於市一般会計補正予算（第 9 号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第20号 平成30年度曽於市国民健康保険特別会計補正予算 
（第 5 号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第21号 平成30年度曽於市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第 5 号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第22号 平成30年度曽於市介護保険特別会計補正予算
（第 5 号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第23号 平成30年度曽於市公共下水道事業特別会計補正予
算（第 4 号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第24号 平成30年度曽於市生活排水処理事業特別会計補正
予算（第 4 号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第25号 平成30年度曽於市笠木簡易水道事業特別会計補正
予算（第 4 号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第26号 平成30年度曽於市水道事業会計補正予算（第５号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第27号 平成31年度曽於市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第28号 平成31年度曽於市国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第29号 平成31年度曽於市後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
第30号 平成31年度曽於市介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第31号 平成31年度曽於市公共下水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第32号 平成31年度曽於市生活排水処理事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第33号 平成31年度曽於市笠木簡易水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第34号 平成31年度曽於市水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第35号 曽於市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一
部改正 可決 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

第36号 平成30年度曽於市一般会計補正予算（第10号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発議 第 1 号 曽於市議会議員政治倫理条例の制定 可決 ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ○
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委
員
会
報
告

議
案
第
19
号

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）
所
管
分

【
地
方
交
付
税
】

地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付

税
３
億
２
１
６
６
万
円
を
追
加
し
、

補
正
後
は
、80
億
７
０
６
６
万
円
。

前
年
度
に
比
べ
て
２
億
円
の
減
で

あ
る
。

【
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
】

問　

炉
の
稼
動
状
況
は
。

答　

３
月
初
旬
よ
り
焼
却
を
始
め

て
、
試
験
運
転
・
検
査
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

議
案
第
36
号

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）
所
管
分

【
地
方
交
付
税
】

　

地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付

税
１
１
１
４
万
円
を
追
加
し
、
補

正
後
は
、
80
億
８
１
８
０
万
円
。

【
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
】

平
成
31
年
10
月
か
ら
の
消
費
税

10
％
引
き
上
げ
に
伴
う
事
業
の
追

加
で
あ
る
。

対
象
者
は
住
民
税
非
課
税
者
、

ま
た
は
３
歳
未
満
の
子
が
属
す
る

世
帯
主
と
子
ど
も
の
数
。
購
入
限

度
額
は
、
２
万
円
で
２
万
５
千
円

の
商
品
券
が
購
入
で
き
る
。

議
案
第
27
号

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

所
管
分

【
予
算
編
成
】

問　

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
考

え
方
は
。

答　

各
課
に
一
般
財
源
枠
を
設
け

た
う
え
で
３
％
削
減
の
指
示
を
し

た
。
そ
の
結
果
１
億
２
千
万
円
ほ

ど
が
削
減
で
き
た
。
今
回
財
政
調

整
基
金
９
億
円
、
思
い
や
り
ふ
る

さ
と
基
金
13
億
円
、
そ
の
他
基
金

を
合
わ
せ
て
25
億
６
０
９
７
万
円

を
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
た
。

【
公
用
車
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
】

問　

公
用
車
51
台
分
の
設
置
の
狙

い
は
。

答　

職
員
の
安
全
運
転
意
識
向
上
、

事
故
時
の
情
報
、
当
逃
げ
等
の
確

認
、
市
全
体
の
安
全
・
安
心
の
情

報
提
供
で
あ
る
。

【
パ
ソ
コ
ン
入
力
業
務
自
動
化
】

問　

Ｒ
Ｐ
Ａ
（
パ
ソ
コ
ン
入
力
業

務
自
動
化
）
先
進
地
研
修
の
内
容

は
。

答　

効
果
と
し
て
、
人
的
作
業
を

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
行
う
こ
と
で
、

入
力
ミ
ス
が
な
く
な
り
、
処
理
能

力
向
上
が
見
込
ま
れ
る
。

【
企
業
誘
致
・

企
業
創
業
促
進
対
策
事
業
】

問　

学
校
跡
地
活
用
サ
テ
ラ
イ
ト

準
備
・
Ｉ
Ｔ
企
業
誘
致
支
援
業
務

委
託
料
３
４
４
万
円
は
。

答　

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

（
固
定
の
事
業
所
を
持
た
な
い
デ

ザ
イ
ナ
ー
や
Ｉ
Ｔ
関
連
の
就
業
者

が
自
宅
以
外
で
「
仕
事
場
」
と
し

て
利
用
で
き
る
施
設
）
を
、
た
か

ら
べ
森
の
学
校
に
整
備
す
る
た
め

の
委
託
料
で
あ
る
。
こ
の
事
業
で

は
企
業
合
宿
誘
致
の
推
進
、
補
助

金
の
交
付
等
も
行
う
。

意
見　

普
通
交
付
税
も
年
々
減
少

し
て
い
く
中
、
今
後
ま
す
ま
す
厳

し
い
財
政
運
営
を
迫
ら
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
現
在
、
行
政
財

政
改
革
案
が
、審
議
中
で
あ
る
が
、

歳
入
の
構
築
と
歳
出
の
抑
制
を
図
っ

て
、健
全
財
政
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

宅
地
分
譲
は
、
平
成
31
年
度
は

財
部
地
区
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
購
入
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
選

定
と
安
価
な
価
格
設
定
を
十
分
検

討
す
べ
き
。

総
務
常
任
委
員
会全

会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

コワーキングスペースのイメージ画像
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☆市の業務を課毎に分け、3つの委員会を置き、議員は必ずいずれかの委員会に所属しています。

議
案
第
19
号

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
）
所
管
分

【
小
中
学
校
空
調
設
備
設
置
】

19
小
・
３
中
学
校
に
空
調
設
備

を
設
置
す
る
事
業
費
は
、
4
億

１
５
０
０
万
円
。

意
見　

事
業
進
捗
や
授
業
等
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。

議
案
第
20
号

平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　

 【
国
民
健
康
保
険
加
入
被
保
険
者
】

　

被
保
険
者
は
、
１
年
間
に
１
０
０

人
ほ
ど
減
少
し
、
現
在
１
万
４
千
人

で
あ
る
。

議
案
第
22
号

平
成
30
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

【
基
金
の
状
況
】

基
金
の
状
況
は
、
市
の
事
業
計

画
ど
お
り
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

議
案
第
27
号

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

所
管
分

【
子
育
て
支
援
事
業
】

問　

支
援
セ
ン
タ
ー
の
状
況
は
。

答　

大
隅
地
区
は
４
月
開
所
、
財

部
地
区
は
７
月
開
所
予
定
で
あ

る
。

問　

児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
は
。

答　

県
の
児
童
相
談
所
と
連
携
し

な
が
ら
、
母
子
生
活
支
援
施
設
の

入
所
措
置
な
ど
の
対
策
を
と
る
。

問　

保
育
所
等
整
備
補
助
事
業

８
２
４
９
万
円
の
内
容
は
。

答　

認
定
子
ど
も
園
か
さ
ぎ
の
大

規
模
修
繕
と
高
之
峯
保
育
園
の
改

築
を
す
る
。

【
新
規
事
業
】

問　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

と
は
。

答　

寄
附
者
の
意
向
に
よ
る
、
生

活
困
窮
者
一
時
生
活
支
援
・
就
労

準
備
支
援
・
子
ど
も
学
習
支
援
・

家
計
改
善
支
援
な
ど
の
新
規
事
業

で
あ
る
。

問　

予
防
接
種
事
業
と
は
。

答　

39
歳
か
ら
56
歳
男
性
対
象
者

と
妊
婦
の
希
望
者
が
、
風
疹
抗
体

検
査
と
予
防
接
種
を
３
年
間
受
け

ら
れ
る
。

問　

新
規
の
介
護
事
業
は
。

答　

若
年
末
期
が
ん
患
者
療
養
支

援
事
業
が
始
ま
る
。

（
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
適
応
が
な
か
っ

た
39
歳
以
下
の
末
期
が
ん
患
者
の

在
宅
に
お
け
る
生
活
支
援
を
行
う

も
の
。）

【
学
校
施
設
整
備
】

問　

小
・
中
学
校
の
非
構
造
部
材

耐
震
化
予
算
３
億
２
５
４
１
万
円

は
。

答　

小
・
中
学
校
7
校
の
外
壁
、

屋
根
防
水
、
内
壁
、
天
井
、
照
明

の
改
修
を
す
る
。

【
公
民
館
施
設
整
備
】

問　

末
吉
中
央
公
民
館
の
移
転
建

設
は
。

答　

31
年
度
は
用
地
の
造
成
な
ど

に
６
２
１
９
万
円
の
予
算
。

問　

南
之
郷
地
区
体
育
館
の
耐
震

化
改
修
予
算
７
７
１
３
万
円
は
。

答　

避
難
所
に
な
っ
て
い
る
た
め

今
回
計
上
し
た
。

議
案
第
28
号

平
成
31
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

【
特
定
検
診
事
業
】

問　

受
診
率
向
上
対
策
と
し
て

1
4
2
万
円
の
内
容
は
。

答　

受
診
率
が
50
％
以
上
達
成
し

た
自
治
会
に
支
給
す
る
。

陳
情
第
1
号

曽
於
市
発
注
予
定
の
学
校
空
調
整

備
工
事
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
基
本
方
針
と
し

て
は
、地
元
業
者
優
先
を
基
本
に
、

施
工
能
力
の
あ
る
業
者
に
は
、
全

て
公
平
な
立
場
で
入
札
に
参
加
で

き
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
採
択
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議
案
第
19
号

平
成
30
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）
所
管
分

【
思
い
や
り
ふ
る
さ
と
寄
附
金
】

問　

思
い
や
り
ふ
る
さ
と
寄
附
金

の
使
途
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

答　

平
成
31
年
２
月
現
在
、
約
16

億
３
７
１
０
万
円
の
寄
附
が
あ
り
、

思
い
や
り
ふ
る
さ
と
寄
附
条
例
に

よ
り

①
活
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に

関
す
る
事
業
に
８
億
３
３
７
０
万
円

②
少
子
高
齢
化
及
び
定
住
対
策
に

関
す
る
事
業
に
２
億
３
７
７
０

万
円

③
福
祉
及
び
医
療
に
関
す
る
事
業

に
１
億
５
５
４
０
万
円

④
教
育
、
文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
関
す
る
事
業
に
１
億

７
２
８
０
万
円

⑤
地
場
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事

業
に
１
億
５
７
７
０
万
円

⑥
環
境
の
整
備
に
関
す
る
事
業
に

７
９
８
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

意
見　

寄
附
の
使
い
道
を
も
っ
と

広
報
す
べ
き
で
あ
る
。

【
農
業
委
員
再
編
】

問　

農
業
委
員
再
編
後
の
不
都
合

は
な
い
か
。

答　

農
業
委
員
は
地
区
割
り
が
な

く
、
最
適
化
推
進
委
員
は
地
区
割

り
を
し
て
い
る
。
現
地
調
査
は
職

員
が
同
行
す
る
の
で
特
に
問
題
は

な
い
。

【
ゆ
ず
搾
汁
セ
ン
タ
ー
】

問　

ゆ
ず
搾
汁
セ
ン
タ
ー
殺
菌
水

生
成
装
置
設
置
工
事
の
減
額
の
理

由
は
。

答　

四
国
の
業
者
に
よ
る
特
殊
な

工
事
を
予
定
し
て
い
た
が
、
西
日

本
豪
雨
の
た
め
工
事
が
出
来
な
く

な
っ
た
。

平
成
32
年
度
以
降
に
新
し
い
施

設
を
建
設
す
る
方
向
で
検
討
し
て

い
る
。

【
危
険
廃
屋
解
体
】

問　

危
険
廃
屋
解
体
撤
去
の
状
況

は
。

答　

こ
れ
ま
で
90
件
程
度
を
推
移

し
、
本
年
度
は
１
０
０
件
程
度
の

申
請
が
予
想
さ
れ
る
。

議
案
第
27
号

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

所
管
分

【
林
業
振
興
】

問　
林
業
振
興
・
再
造
林
の
施
策

は
。

答　

森
林
環
境
譲
与
税
や
森
林
整

備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
、間
伐
、

再
造
林
及
び
下
刈
促
進
対
策
事
業

を
活
用
し
森
林
の
整
備
、
林
業
の

振
興
に
取
り
組
む
。

【
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
】

問　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事

業
の
状
況
は
。

答　

末
吉
は
14
地
区
で
２
８
２
６

万
円
、大
隅
は
22
地
区
で
５
７
７
０

万
円
、財
部
は
４
地
区
で
４
２
２
２

万
円
を
交
付
し
て
い
る
。

【
P
F
I
事
業
】

問　

大
隅
桜
ヶ
丘
団
地
建
替
事
業

は
。

答　

P
F
I
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

業
務
委
託
は
、
今
年
度
工
事
事
業

者
を
選
定
し
、
９
月
議
会
に
工
事

契
約
の
議
案
を
提
出
す
る
。

【
道
の
駅
宅
配
事
業
】

問　

宅
配
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
。

答　

道
の
駅
の
宅
配
事
業
は
平
成

30
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
。

【
遊
休
未
相
続
農
地
】

問　

優
良
農
地
中
の
遊
休
未
相
続

農
地
調
査
結
果
は
。

答　

大
隅
地
区
37
件
84
筆
、
末
吉

地
区
17
件
１
３
１
筆
、
末
吉
地
区

17
件
84
筆
、
財
部
地
区
38
件
60
筆

の
家
系
図
等
の
作
成
が
終
了
し
て

い
る
。

【
上
鶴
橋
駐
車
場
整
備
】

問　

観
光
総
務
費
の
土
地
購
入
費

の
内
容
は
。

答　

県
道
か
ら
上
鶴
橋
を
渡
っ
た

左
下
の
土
地
を
駐
車
場
と
し
て
整

備
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

【
畑
地
か
ん
が
い
事
業
】

問　

畑
か
ん
給
水
栓
設
置
率
は
。

答　

曽
於
北
部
地
区
の
給
水
栓
設

置
同
意
率
は
56
％
で
あ
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

全
会
一
致　
可
決

全
会
一
致　
可
決
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☆「議会運営委員会」は、議会の運営を円滑、効率的に進めるための委員会です。

議
会
運
営
委
員
会

所
掌
事
務
調
査

○
平
成
31
年
１
月
16
日
（
水
）

○
宮
崎
県
宮
崎
市
議
会
・
小
林
市
議
会

現
在
、
本
市
議
会
で
は
、
予
算
は
各
常
任
委

員
会
に
分
割
付
託
、
決
算
は
、
議
会
改
選
一
年

目
と
四
年
目
は
各
委
員
会
に
分
割
付
託
、
二
年

目
と
三
年
目
は
決
算
特
別
委
員
会
を
議
席
番
号

の
奇
数
と
偶
数
に
分
け
て
設
置
し
審
査
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
の

様
な
審
査
の
あ
り

方
に
つ
い
て
意
見

が
あ
り
、
予
算
・

決
算
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

研
修
し
た
。

二
市
と
も
特
別

委
員
会
を
設
置
後

は
、
常
任
委
員
会

を
分
科
会
の
呼
び

名
に
置
き
換
え
て

運
営
さ
れ
て
い
る
。

特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
と
、
会
期

が
長
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
た
が
、
審
査
が
よ
り
深
ま
り
個
々

の
議
員
の
理
解
が
高
ま
る
よ
う
で
あ

る
。本

市
に
お
い
て
は
、
人
口
規
模
等

を
艦
み
る
と
小
林
市
の
運
営
の
あ
り

方
が
参
考
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。

今
後
、
今
回
の
事
務
調
査
や
本
市
の

運
営
実
態
を
検
証
し
な
が
ら
特
別
委

員
会
設
置
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

都
城
市
議
会
・

曽
於
市
議
会
議
員
合
同
研
修
会

○
平
成
31
年
１
月
29
日
（
火
）

○
講
演　

｢

議
員
の
役
割
と
議
会
の
権
限
に
つ
い
て｣

○
講
師　
全
国
市
議
会
議
長
会　

調
査
広
報
部
副
部
長　

本も
と

橋は
し　

謙け
ん

治じ

氏

宮崎市議会視察の様子

小林市議会視察の様子

事例を交えての本橋先生の講演の様子

行政視察受入状況
1月15日 日向市議会 タブレット導入
1月25日 都城市議会 タブレット導入
2月 6日 茨城県ひたちなか市議会 自治会事務支援
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曽於市議会だより　№ 56　令和元年 5月 7日発行

あの質問、どうなったの？
（一般質問）

不妊治療について
・人工授精治療にも市の助成はでき
　ないか。
平成30年 9月議会　（一般質問）　

今鶴　治信

　近隣の産科を調査したが、人工授
精治療の人数は把握していないとの
回答。市としては、現状の特定不妊
治療の助成を行いながら、人工授精
治療の助成について、子育て支援の
立場から今後も経過を見ながら判断
していきたい。

教育行政について
・市内小学校の通学の統一を
平成30年 9月議会　（一般質問）

大川内　冨男

　全ての小学校でバス運行が可能か
どうか、また、これに変わる施策が
ないか検討中である。
平成31年度に曽於市立小学校通
学対策協議会を新たに設置し、通学
方法の統一に関する事など関係者の
意見を聴取し方向性を決定したい。

経過報告 経過報告

曽於市議会ではインターネットによる
ライブ中継や録画放送を行っています。
曽於市ホームページより『議会映像配信』を
クリックしてください。
※アドレス https://www.city.soo.kagoshima.jp/
　　　　　　　　　　　　　曽於市ホームページ➡

議会報告会は
7月 7日（日）に開催します

詳しい内容は別途お知らせいたします

お知らせ
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☆一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。

市政を問う 一般質問
10名の議員登壇

1．上
かみ

村
むら

　龍
たつ

生
お

（創政会）……………………………………………………………………………… P14
◦市民の安心・安全を守る防災について
◦市民の安心・安全につながる健康寿命延長・医療費削減策について
◦鳥獣被害対策について

2．海
うみ

野
の

　隆
りゅう

平
へい

（無所属自由クラブ）…………………………………………………………… P15
◦インフルエンザの流行と対策について
◦空き家・廃屋対策について　　　◦いじめの現状と対策について

3．久
ひさ

長
なが

　登
と

良
ら

男
お

（新生会）………………………………………………………………………… P16
◦財部高校跡地有効利用について　　　　　◦林業行政について
◦宅地分譲整備事業について

4．徳
とく

峰
みね

　一
かず

成
なり

（日本共産党）……………………………………………………………………… P17
◦市民が納得いく組織再編を　　　◦地域振興住宅等の役割重視を
◦末吉中央公民館の移転、建設について　　　◦末吉小学校の改築について

5．迫
さこ

　杉
すぎ

雄
お

（誠和会）… ……………………………………………………………………………… P18
◦農業振興について　　　◦曽於市の認知度アップについて

6．宮
みや

迫
さこ

　勝
まさる

（日本共産党）…………………………………………………………………………… P19
◦宅地分譲について　　　◦防災について　　　◦風疹の予防接種について

7．松
まつ

ノ
の

下
した

　いずみ（誠和会）…………………………………………………………………… P20
◦道路標示について　　　◦市内道の駅について　　　◦子育て支援について

8．渕
ふち

合
あい

　昌
まさ

昭
あき

（新生会）……………………………………………………………………………… P21
◦フラワーパーク予定地跡地について　　　◦市長公約である屋台村について
◦自治会未加入について

9．岩
いわ

水
みず

　豊
ゆたか

（新生会）… ……………………………………………………………………………… P22
◦施政方針について　　　◦高等教育機関の設立可能性調査の実施について
◦市が出資、設立した法人等について　　　◦大隅・財部支所の対応について

10．今
いま

鶴
づる

　治
はる

信
のぶ

（新生会）… ………………………………………………………………………… P23
◦有害鳥獣対策について　　　◦豚コレラ対策について　　　◦農業振興について
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曽於市議会だより　№ 56　令和元年 5月 7日発行

フッ化物洗口実施の考えは

市長／前向きに検討したい

問　

フ
ッ
化
物
洗
口
を
含

む
口
腔
ケ
ア
と
病
気
の
関

係
は
。

市
長　

虫
歯
や
歯
周
病
は
、

細
菌
に
よ
る
感
染
症
で
あ

り
特
に
歯
周
病
菌
は
全
身

を
巡
り
心
臓
病
・
糖
尿
病
・

腎
臓
病
・
誤
嚥
性
肺
炎
・

認
知
症
・
が
ん
・
骨
粗
鬆

症
・
早
産
や
低
体
重
児
童

出
産
な
ど
あ
ら
ゆ
る
病
気

と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
よ
っ
て
、
む
し

歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る

こ
と
は
全
身
の
健
康
づ
く

り
と
つ
な
が
り
が
あ
り
、

む
し
歯
や
歯
周
病
の
主
な

原
因
で
あ
る
歯
垢
を
除
去

す
る
口
腔
ケ
ア
は
重
要
で

あ
る
。

問　

霧
島
市
・
鹿
屋
市
の

全
小
学
校
が
平
成
31
年
度

ま
で
に
、
都
城
市
の
全
小

学
校
が
平
成
32
年
度
ま
で

市
民
の
安
心
・

安
全
を
守
る
防
災

問　

災
害
時
の
避
難
勧
告

等
の
発
令
時
期
に
つ
い
て

住
民
の
安
全
を
第
一
に
考

え
る
べ
き
と
思
う
が
、
当

局
の
考
え
は
。

市
長　

発
令
基
準
に
達
し

て
い
な
く
て
も
、
市
民
の

安
全
避
難
を
最
優
先
に
考

え
て
発
令
し
た
い
。

鳥
獣
被
害
対
策

問　
農
産
物
被
害
防
止
の

た
め
、
鳥
獣
被
害
対
策
の

検
証
と
今
後
の
対
策
は
。

市
長　

現
在
、
イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
が
急
激
に
伸
び
て

き
て
い
る
が
、
特
に
ワ
ナ

に
よ
る
捕
獲
が
多
く
、
差

し
止
め
に
危
険
が
伴
う
状

況
で
あ
る
。
平
成
31
年
度

に
フ
ッ
化
物
洗
口
を
実
施

予
定
と
聞
い
て
い
る
。
当

局
の
考
え
は
。

教
育
長　

フ
ッ
化
物
洗
口

の
有
用
性
は
理
解
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。今
後
、

学
校
に
お
け
る
フ
ッ
化
物

洗
口
に
つ
い
て
は
、
県
下

の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

導
入
に
つ
い
て
も
考
え
て

い
き
た
い
。

問　

市
長
の
考
え
は
。

市
長　

県
内
各
地
で
も
相

当
進
ん
で
い
る
の
で
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

に
お
い
て
は
、電
気
シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
差
し
止
め
器
具

を
購
入
し
、
各
駆
除
隊
に

貸
与
す
る
予
定
で
あ
る
。

フッ化物はどうして歯にいいの？

イノシシ被害の状況

ちょっとひとりごと

上
かみ
村
むら
　龍
たつ
生
お

（創政会）

健康な体は
口の健康から！
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☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。

インフルエンザの流行と対策

市長／インフルエンザに関する発生情報を提供し、
注意喚起を行っている

問　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

発
生
状
況
は
。

市
長　

減
少
傾
向
で
は
あ

る
が
県
全
体
に
警
報
発
令

中
で
あ
る
。

問　

曽
於
市
内
の
発
生
状

況
と
患
者
数
は
。

市
長　

志
布
志
保
健
所
管

内
の
状
況
は
、
平
成
31
年

２
月
４
日
～
10
日
で
１
７
０

人
の
報
告
が
あ
っ
た
。

問　

市
内
小
・
中
学
校
の

学
校
・
学
級
の
閉
鎖
は
。

教
育
長　

学
校
閉
鎖
は
な

い
。
学
級
閉
鎖
は
、
小
学

校
で
４
校
、
中
学
校
で
１

校
あ
っ
た
。
欠
席
者
は
小

学
生
２
７
５
人
、
中
学
生

１
０
９
人
で
あ
る
。

問　

病
児
保
育
施
設
の
設

問　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
件
数
は
。

市
長　

36
件
の
申
請
が
あ

り
19
件
が
登
録
さ
れ
、
そ

の
内
５
件
が
売
買
又
は
、

賃
貸
借
の
契
約
が
成
立
し

た
。

問　

危
険
廃
屋
と
思
わ
れ

る
件
数
は
。

市
長　

末
吉
町
１
８
９
棟
、

大
隅
町
２
４
１
棟
、
財
部

町
１
５
４
棟
、
市
全
体
５
８
４

棟
で
あ
る
。
平
成
31
年
度

に
空
き
家
の
実
態
を
把
握

す
る
調
査
を
実
施
す
る
。

い
じ
め
の
現
状
と
対
策

問　

い
じ
め
の
実
態
は
。

教
育
長　

い
じ
め
の
認
知

件
数
は
、
本
年
１
月
現
在

で
、
小
学
校
16
件
、
中
学

置
は
。

市
長　

曽
於
市
内
に
は
な

い
。
来
年
度
申
請
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

空
き
家
、
廃
屋
対
策

問　

空
き
家
と
思
わ
れ
る

物
件
は
何
件
か
。

市
長　

平
成
23
年
度
実
施

し
た
空
き
家
実
態
調
査
で

末
吉
町
３
８
４
棟
、
大
隅

町
３
７
６
棟
、
財
部
町
２
９
２

棟
、
市
全
体
１
０
５
２
棟

で
あ
る
。

校
17
件
で
あ
っ
た
。

問　

不
登
校
の
実
態
は
。

教
育
長　

不
登
校
に
よ
り

30
日
以
上
欠
席
し
た
児
童

生
徒
は
、小
学
校
が
７
人
、

中
学
校
が
21
人
で
あ
っ
た
。

理
由
は
、
家
庭
環
境
や
人

間
関
係
等
様
々
複
合
し
て

い
る
。

問　

ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
る
か
。

市
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
、
心
の
教
室
相
談
員
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

等
を
配
置
し
て
相
談
体
制

の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

空き家バンク登録住宅

ちょっとひとりごと

海
うみ
野
の
　隆

りゅう
平
へい

（無所属自由クラブ）

空き家・廃屋
対策は曽於市
の課題31年度
の調査に期待
したい
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曽於市議会だより　№ 56　令和元年 5月 7日発行

財部高校跡地有効利用計画は

市長／看護短期大学設立の調査を推進する

問　

今
ま
で
の
調
査
経
過

は
。

　
市
長　

昨
年
９
月
よ
り
３

人
の
非
常
勤
職
員
で
、
高

校
生
や
医
療
機
関
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
、
看
護
短

期
大
学
学
科
の
構
成
、
運

営
経
費
、
校
舎
等
の
整
備

計
画
の
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。

問　

今
後
開
校
に
向
け
て

の
計
画
は
。

市
長　

看
護
短
期
大
学
設

立
の
可
能
性
を
平
成
31
年

度
も
引
き
続
き
推
進
し
て

政
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
最
近
の
伐
採
面
積
と

植
林
面
積
は
。

市
長　

別
表
の
と
お
り
。

問　

再
造
林
に
向
け
て
の

考
え
は
。

市
長　

今
後
は
、
伐
採
面

積
の
適
正
化
を
図
る
為
に

伐
採
届
の
要
領
を
見
直
す

計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
再

造
林
面
積
を
増
や
す
た
め

に
、
苗
木
や
人
員
確
保
に

つ
い
て
森
林
組
合
と
も
協

議
し
て
い
く
。

宅
地
分
譲
整
備
事
業

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

地
域
住
民
等
へ
の
啓

発
は
。

市
長　

現
在
調
査
中
で
あ

り
現
時
点
で
の
広
報
は
未

定
で
あ
る
が
、
今
後
の
調

査
内
容
の
結
果
に
よ
り
、

広
報
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
る
。

林
業
行
政

問　

林
業
行
政
は
。

市
長　

再
造
林
に
繋
が
る

問　

財
部
地
域
の
計
画
は

ど
こ
か
。

市
長　

財
部
市
街
地
周
辺

か
ら
宮
崎
県
境
方
面
を
検

討
し
て
い
る
。

問　

分
譲
区
画
は
何
区
画

か
。

市
長　

概
ね
20
区
画
か
ら

25
区
画
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

分
譲
地
の
売
り
出
し

予
定
は
。

市
長　

今
年
度
は
、
土
地

の
取
得
、
32
年
度
に
工
事

等
を
行
い
、
32
年
度
末
ま

で
に
は
販
売
開
始
を
計
画

し
て
い
る
。

財部高校跡地

植林が望まれる山林

久
ひさ
長
なが
　登

と
良
ら
男
お

（新生会）

植林して
災害を
なくそう

伐採面積と植林面積（ha）
年度 伐採面積 植林面積
25 177 131
26 316 103
27 313 115
28 404 136
29 494 163

ちょっとひとりごと
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ちょっとひとりごと

☆曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。

役所再編、すべての市民に
アンケート調査をすべき

市長／十分に検討したい

問　

市
は
、
大
隅
支
所
の

教
育
委
員
会
と
財
部
支
所

の
福
祉
事
務
所
と
農
業
委

員
会
を
末
吉
本
庁
に
移
す

方
向
で
協
議
し
て
い
る
。

大
変
大
事
な
問
題
を
、
な

ぜ
市
民
に
知
ら
せ
な
い
の

か
。

市
長　

今
後
広
報
し
た
い
。

問　

今
後
、
市
は
平
成
31

年
度
に
、
一
部
の
市
民
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
住
民

説
明
会
を
計
画
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
大
事
な
問
題
は
、

す
べ
て
の
市
民
を
対
象
に
、

旧
町
ご
と
に
、
恣し

意い

的
で

な
い
内
容
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
絶
対
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
十

分
に
検
討
し
た
い
。

問　

大
事
な
の
は
、
市
民

の
理
解
と
納
得
で
は
な
い

か
。
６
月
議
会
で
、
つ
め

た
質
問
を
続
け
た
い
。

市
長　

市
民
が
十
分
納
得

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た

い
。

地
域
振
興
住
宅
の

役
割
重
視
を

問　
旧
末
吉
町
の
活
性
化

住
宅
、
合
併
後
の
地
域
振

興
住
宅
に
は
、
６
４
６
人

が
入
居
、
そ
の
な
か
で
小

学
生
１
２
７
人
、
中
学
生

22
人
が
入
居
し
て
い
る
。

農
村
地
域
の
小
学
校
を
大

き
く
支
え
て
い
る
。
し
か

し
五
位
塚
市
政
は
、
今
年

も
３
戸
建
設
と
弱
い
。

も
っ
と
力
を
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長　

入
居
の
希
望
が
あ

れ
ば
補
正
予
算
で
対
応
し

た
い
。

問　

毎
年
10
戸
を
目
途
に
、

計
画
を
立
て
建
設
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長　

要
望
が
あ
れ
ば
、

そ
の
都
度
対
応
し
た
い
。

末
吉
中
央
公
民
館
の

移
転
、
建
設

問　

市
の
平
成
31
・
32
年

度
の
計
画
を
聞
き
た
い
。

市
長　

末
吉
総
合
セ
ン
タ
ー

の
隣
地
を
買
収
し
て
、
平

屋
建
て
の
木
造
建
設
を
計

画
し
て
い
る
。

菅牟田小は12名中 6 名が地域振興住宅入居

57年の歴史がある末吉中央公民館

徳
とく
峰
みね
　一
かず
成
なり

（日本共産党）

役所の再編は市民の合
意を大前提とすべき
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曽於市議会だより　№ 56　令和元年 5月 7日発行

農業公社、全力で取り組め

市長／農畜産物生産の向上をめざす

問　

農
業
公
社
事
業
計
画

の
新
規
参
入
者
支
援
に
つ

い
て
の
対
応
、
ど
の
様
な

展
望
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

新
規
参
入
者
支
援

に
つ
い
て
、
２
０
２
０
年

度
か
ら
募
集
を
進
め
、
農

業
法
人
等
に
受
け
入
れ
を

お
願
い
し
、
２
年
間
程
度

の
研
修
後
、
３
年
目
か
ら

自
立
支
援
を
出
来
れ
ば
と

思
う
。　

問　

公
社
自
体
の
自
社
生

産
事
業
に
つ
い
て
、
努
力

す
べ
き
と
思
う
が
市
長
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

自
社
生
産
事
業
は

公
社
発
足
か
ら
３
年
後
以

降
に
計
画
し
て
お
り
、
で

き
る
限
り
早
い
段
階
で
取

り
組
み
が
で
き
れ
ば
、
公

社
の
運
営
も
充
実
し
て
い

く
と
考
え
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
曽
於
市

の
認
知
度
ア
ッ
プ
を

問　

曽
於
市
の
認
知
度
ア
ッ

プ
に
、
今
後
、
あ
ら
ゆ
る

チ
ャ
ン
ス
や
機
会
を
と
ら

え
て
全
国
に
発
信
す
る
考

え
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

地
域
資
源
で
あ
る

豊
か
な
自
然
や
魅
力
的
な

伝
統
芸
能
を
P
R
す
る
必

要
が
あ
る
。

問　

２
０
２
０
年
の
第
75

回
国
民
体
育
大
会
で
、
曽

問　

農
畜
産
物
生
産
実
績

に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度

以
降
の
取
り
組
み
は
、
ど

の
様
な
所
見
で
あ
る
か
。

市
長　

平
成
30
年
度
は
前

年
を
２
億
２
２
８
０
万
円

程
上
回
っ
た
。
耕
種
部
門

は
対
前
年
度
比
92
・
８
％
で

あ
り
、
平
成
31
年
度
は
、

白
菜
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ご
ぼ

う
を
中
心
に
畑
か
ん
を
活

用
し
、
加
工
業
務
向
け
野

菜
の
生
産
を
増
や
す
考
え

で
あ
る
。

於
市
の
認
知
度
を
発
信
す

る
機
会
と
し
て
の
対
応
並

び
発
進
、
受
入
れ
は
ど
う

か
。

教
育
長　

第
75
回
国
民
体

育
大
会
に
つ
い
て
は
、
本

市
で
は
、
公
開
競
技
の
武

術
太
極
拳
が
開
催
さ
れ
る
。

今
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
や
ポ
ス
タ
ー
等

を
作
成
す
る
。
同
時
に
観

光
や
特
産
品
P
R
を
図
り
、

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の

配
布
や
観
光
案
内
所
を
設

け
る
。

運営開始した曽於市農業公社

迫
さこ
　杉
すぎ
雄
お

（誠和会）

武術太極拳の練習風景

ちょっとひとりごと

認知度アップは
市民の誇りと元気に
つながる
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☆表決の結果、得られた議会の意思決定を「議決」といいます。

財部地域の宅地分譲予定地は

市長／市街地周辺から県境近辺を選定中である

問　

宅
地
分
譲
で
大
事
な

要
素
は
何
か
。

市
長　

地
理
的
な
要
素
が

大
き
く
影
響
す
る
と
思
う
。

特
に
都
城
へ
の
ア
ク
セ
ス

や
買
い
物
の
利
便
性
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

問　

31
年
度
の
財
部
地
域

の
分
譲
予
定
地
は
具
体
的

に
ど
こ
か
。

市
長　

現
在
、
財
部
町
市

街
地
周
辺
か
ら
県
境
を
中

心
に
候
補
地
を
選
定
中
で

あ
る
。

問　

県
道
２
号
線
沿
い
の

財
部
県
境
付
近
は
高
速
の

イ
ン
タ
ー
に
近
く
宅
地
化

が
進
ん
で
い
る
。
需
要
が

あ
る
今
、
県
境
近
辺
を
中

心
に
分
譲
事
業
を
進
め
て

は
ど
う
か
。

市
長　

県
境
付
近
は
非
常

に
効
果
的
で
あ
る
が
、
農

地
の
場
合
、
農
振
除
外
や

農
地
転
用
許
可
、
畑
か
ん

な
ど
の
様
々
な
規
制
が
あ

る
。
関
係
機
関
と
連
携
し

て
適
切
な
場
所
選
定
に
努

め
た
い
。

防
災
に
つ
い
て

問　

大
規
模
災
害
で
長
期

の
避
難
と
な
れ
ば
行
政
と

市
民
の
共
同
が
必
要
に
な

る
。
避
難
所
運
営
に
関
す

る
考
え
方
は
。

市
長　

質
の
高
い
避
難
所

運
営
を
行
う
た
め
、
地
域

住
民
が
主
体
と
な
っ
た
運

営
が
で
き
る
よ
う
に
、
実

効
性
の
あ
る
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
た

い
。

風
疹
の
予
防
接
種

問　

国
と
県
は
39
歳
～
56

歳
の
男
性
を
対
象
に
、
無

料
で
風
疹
の
抗
体
検
査
・

予
防
接
種
を
実
施
す
る
と

し
た
。
市
の
対
応
は
。

市
長　

市
で
は
、
31
年
度

か
ら
３
年
間
無
料
で
抗
体

検
査
及
び
予
防
接
種
を
実

施
す
る
計
画
で
あ
る
。

問　

対
象
者
に
知
ら
せ
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
周

知
の
方
法
は
。

市
長　

約
３
２
０
０
人
の

対
象
者
に
無
料
の
ク
ー
ポ

ン
券
を
送
付
し
て
、
健
診

時
に
抗
体
検
査
を
受
け
る

よ
う
案
内
を
し
た
い
。

人口増が期待される財部町境

宮
みや
迫
さこ
　勝

まさる

（日本共産党）

ちょっとひとりごと

需要がある今こそ
宅地分譲が必要です
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曽於市議会だより　№ 56　令和元年 5月 7日発行

子育て支援の充実を

市長／切れ目のない支援をしていく

問　

父
親
の
育
児
参
加
に

つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

市
長　

男
性
の
協
力
は
大

事
、
現
在
曽
於
市
で
は
育

休
を
取
れ
る
状
況
に
な
い
。

基
本
的
に
は
必
要
だ
と
思

う
。

問　

市
の
男
性
職
員
の
育

休
取
得
は
ど
う
思
う
か
。

市
長　

育
休
の
要
望
が
あ

れ
ば
尊
重
し
た
い
。

市
長　

元
々
の
出
荷
者
に

考
慮
し
な
が
ら
、
若
い
人

を
育
て
る
、
良
い
作
物
を

出
荷
し
て
も
ら
う
、
一
人

で
も
多
く
出
荷
出
来
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
く
。

県
道
の
道
路
標
示

問　

県
道
黄
色
の
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
が
消
え
て
見

え
に
く
い
ま
ま
だ
が
。

市
長　

県
警
本
部
へ
上
申

書
を
提
出
し
て
い
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
回
答
が
な
い
。

問　

遅
す
ぎ
る
県
警
の
危

険
個
所
へ
の
対
応
策
は
。

市
長　

２
度
も
３
度
も
要

望
し
て
い
く
。

問　

各
地
区
で
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
す
る

が
妊
婦・育
児
相
談
の
土・

日
曜
日
に
両
親
揃
っ
て
の

開
催
は
出
来
な
い
か
。 

市
長　

最
終
的
に
は
必
要

で
あ
る
。
夫
婦
で
、
相
談

に
来
れ
る
よ
う
前
向
き
に

議
論
し
て
い
く
。

市
内
道
の
駅

問　

そ
れ
ぞ
れ
の
出
荷
者

協
議
会
に
お
け
る
問
題
点

は
な
い
か
。

市
長　

高
齢
化
に
よ
り
出

荷
者
の
減
少
や
、
減
少
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
動

人
数
の
減
少
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。　

問　

３
つ
の
道
の
駅
、
地

区
に
関
係
な
く
出
荷
で
き

な
い
か
。

子育て支援センター

松
まつ
ノ
の
下
した
　いずみ

（誠和会）

旧財部高校下の県道

ちょっとひとりごと

子育ては期間限定
大きな支援を！
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☆議会中継をパソコンやスマートフォン、タブレット等で視聴できます。

フラワーパーク予定地跡地は

市長／誘致企業が無い場合は多目的広場かサッカー
場を検討する

問　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
予

定
地
跡
地
が
放
置
さ
れ
て

６
年
に
な
る
が
企
業
誘
致

の
相
談
が
あ
っ
た
か
。

市
長　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

建
設
予
定
地
跡
地
へ
の
企

業
等
の
問
合
せ
は
な
い
。

問　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
予

定
地
跡
地
は
企
業
誘
致
の

相
談
が
あ
る
ま
で
現
状
の

ま
ま
か
。

市
長　

予
定
地
跡
地
は
公

共
的
利
用
・
計
画
は
無
い

の
で
現
状
の
ま
ま
企
業
誘

致
に
努
め
る
。

問　

公
共
的
な
公
園
を
作

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

予
定
地
跡
地
の
木

の
伐
採
を
行
い
誘
致
企
業
が

無
い
場
合
は
多
目
的
広
場
か

サ
ッ
カ
ー
場
を
検
討
す
る
。

財
部
駅
前
の
屋
台
村

問　

市
長
公
約
で
あ
る
屋

台
村
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

市
長　

財
部
駅
前
の
屋
台

村
構
想
に
つ
い
て
は
、
実

現
に
向
け
て
努
力
す
る
。

問　

市
と
し
て
の
構
想
は

出
来
て
い
る
か
。

市
長　

ま
だ
出
来
て
い
な

い
が
現
在
休
止
状
態
に
あ

る
旅
館
や
石
造
り
の
倉
庫

な
ど
、
施
設
も
あ
る
こ
と
か

ら
有
効
活
用
も
視
野
に
入

れ
た
構
想
が
必
要
で
あ
る
。

自
治
会
未
加
入

問　

市
職
員
の
自
治
会
未

加
入
世
帯
は
。

市
長　

平
成
31
年
２
月
１

日
現
在
で
、
市
内
在
住
職

員
の
内
、
自
治
会
未
加
入

世
帯
は
49
世
帯
で
あ
る
。

問　

自
治
会
未
加
入
世
帯

へ
の
加
入
促
進
策
は
。

市
長　

平
成
29
年
４
月
か

ら
集
落
支
援
員
制
度
を
導

入
し
、
実
態
把
握
、
各
種

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。
又
、
市
民
係
窓
口
で

チ
ラ
シ
等
の
配
布
、
公
共

施
設
へ
の
の
ぼ
り
旗
の
設

置
。
今
年
度
は
、
集
落
支

援
員
を
中
心
に
未
加
入
者

宅
を
自
治
会
長
と
戸
別
訪

問
す
る
。

曽於市の世帯数と自治会未加入世帯

渕
ふち
合
あい
　昌
まさ
昭
あき

（新生会）

ちょっとひとりごと

子どもたちが
遊べる公園が
早く出来ると良いな

年度

末吉地区 大隅地区 財部地区

世帯数 未加入
世　帯

未加入率
（％） 世帯数 未加入

世　帯
未加入率
（％） 世帯数 未加入

世　帯
未加入率
（％）

Ｈ28 8,518 2,817 33 5,323 1,089 20 4,255 810 19
Ｈ29 8,491 2,908 34 5,286 1,187 22 4,247 842 19
Ｈ30 8,397 2,936 35 5,097 1,102 21 4,179 848 20
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まち・ひと・しごと
創生総合戦略は

市長／ 33事業中 6事業のみ達成

問　

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の
状
況

は
。

市
長　

平
成
27
年
か
ら
の

５
ケ
年
計
画
で
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

問　

未
達
成
事
業
が
多
い

が
、
戦
略
の
見
直
し
、
修

正
が
必
要
で
は
。

市
長　

達
成
が
非
常
に
厳

し
い
も
の
が
あ
る
が
、
見

直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

学
力
向
上

問　

学
力
向
上
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
学
力
の
改
善
は
見

ら
れ
た
か
。

れ
で
あ
る
。

問　

31
年
度
施
政
方
針
、

当
初
予
算
に
、
計
画
等
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。

今
後
大
き
な
予
算
を
必
要

と
す
る
事
業
で
あ
る
。
盛

り
込
む
べ
き
で
は
。

市
長　

必
要
が
あ
れ
ば
、

６
月
議
会
に
補
正
を
お
願

い
す
る
。

問　

市
が
出
資
し
て
い
る

法
人
で
、
報
酬
・
出
会
手

当
等
は
。

市
長　

出
会
手
当
を
ナ
ン

教
育
長　

「
鹿
児
島
学
習

定
着
度
調
査
」
の
自
校
採

点
に
よ
る
と
県
平
均
を
上

回
る
と
、
予
想
さ
れ
る
。

問　

全
国
学
力
調
査
で
は

改
善
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　

小
６
年
の
時
よ

り
中
３
年
時
点
で
は
マ
イ

ナ
ス
で
改
善
さ
れ
て
い
な

い
。

財
部
高
校
跡
地
活
用
を
早
急
に

問　

看
護
学
校
調
査
状
況

は
。

市
長　

現
在
調
査
中
で
あ

り
３
月
末
に
は
結
果
を
公

表
す
る
。

問　

県
内
及
び
都
城
市
の

看
護
学
校
の
入
学
状
況
は
。

市
長　

い
ず
れ
も
定
数
割

チ
ク
が
４
万
円
、
役
員
報

酬
を
メ
セ
ナ
食
彩
は
11
万

円
、
メ
セ
ナ
末
吉
は
２
万

４
千
円
、
役
員
賞
与
５
万

円
、
役
員
退
職
金
制
度
が

あ
り
、
過
去
に
支
給
さ
れ

た
実
績
が
あ
る
。
市
長
・

副
市
長
に
支
払
い
が
あ
る
。

問　

市
が
、
出
資
、
補
助

金
を
出
し
て
い
る
会
社
か

ら
、
役
員
賞
与
や
退
職
金

を
支
給
す
る
の
は
、
や
め

る
べ
き
で
は
。

市
長　

改
善
に
努
め
る
。

岩
いわ
水
みず
　豊

ゆたか

（新生会）

ちょっとひとりごと

学力向上と子どもの
安全は学校・地域・家庭
みんなで取り組もう。

事業数 33

達　成 6

未達成 23

未調査 4

　 定員 入学者
県内

看護師学校 1,425 1,368

県内
准看護師学校 169 109

都城市内
看護学校 210 188

県内・都城市看護学校入学状況（人）
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国の有害鳥獣侵入防止柵
（フェンス）の設置は可能か

市長／侵入防止柵（フェンス）は可能である

問　

会
派
で
滋
賀
県
甲
賀

市
に
研
修
に
行
っ
た
が
、

国
の
有
害
鳥
獣
防
止
総
合

対
策
事
業
に
よ
る
侵
入
防

止
柵
が
、
延
べ
３
９
０
㎞

に
渡
り
設
置
さ
れ
て
い

た
。
曽
於
市
で
は
な
ぜ
取

り
組
め
な
い
の
か
。

市
長　

農
林
水
産
省
の
事

業
で
侵
入
防
止
柵
設
置
は

可
能
で
あ
る
。

問　

以
前
も
質
問
し
た
が
、

有
害
鳥
獣
駆
除
隊
員
の
怪

我
・
事
故
等
に
対
す
る
市

の
対
応
は
。

市
長　

駆
除
隊
員
出
動
補

助
金
に
任
意
保
険
の
３
分

の
１
を
助
成
す
る
。

問　

ジ
ビ
エ
肉
の
処
理
場

の
建
設
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

以
前
検
討
し
、
研

修
も
し
た
が
、
維
持
管
理

に
多
額
の
経
費
が
必
要
な

た
め
断
念
し
た
。

豚
コ
レ
ラ
対
策

問　

５
府
県
で
豚
コ
レ
ラ

が
発
生
し
て
い
る
が
、
曽

於
市
の
対
応
は
。

市
長　

家
畜
の
伝
染
病
発

生
予
防
の
た
め
に
全
て
の

畜
産
農
家
に
消
毒
薬
を
配

布
す
る
と
共
に
、
養
豚
農

家
へ
は
、
昨
年
10
月
に
石

灰
を
配
布
し
た
。

農
業
振
興

問　

農
業
公
社
の
今
後
の

事
業
計
画
は
、
農
協
と
で

き
る
だ
け
事
前
に
話
し
合

い
理
解
を
得
な
い
と
ス

ム
ー
ズ
な
運
営
は
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

理
事
会
等
で
十
分

検
討
し
て
い
く
。

問　

白
菜
の
安
値
に
対
す

る
助
成
は
。

農
林
振
興
課
長　

国
の
特

定
野
菜
価
格
安
定
対
策
事

業
に
よ
り
キ
ロ
あ
た
り
５
・
３

円
、総
額
１
１
４
４
万
円

の
補
助
金
が
交
付
予
定
で

あ
る
。

問　

国
・
県
の
機
械
導
入

に
対
す
る
補
助
事
業
を
受

け
ら
れ
な
い
農
家
に
市
単

独
の
助
成
は
で
き
な
い

か
。

市
長　

機
械
導
入
の
助
成

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
た
い
。

侵入防止柵（フェンス）

今
いま
鶴
づる
　治
はる
信
のぶ

（新生会）

ちょっとひとりごと

イノシシの被害防止のた
め早くフェンスの設置を
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夢チャレンジ 農業で生きると決意
脱サラ農業青年　　
豊田　貴幸さん（財部町南俣）

2011年からサラリーマンとの兼業で農業を始め
たが2013年に会社を離職し就農。やまいも（自然
薯）栽培を独自工夫で始め安定的な収益をあげら
れている。むかごからの栽培では 2 年～ 3 年かか
るところ、やまいもを切り床で芽だしをして植え
１年で収穫されています。平成30年度鹿児島県青
年農業者会議「プロジェクト発表」で最優秀賞を
受賞されました。
やまいも（自然薯）…… 30a	 さといも（赤芽）…… 35a
さといも（石川）……… 10a	 大根（春夏秋）……… 190a
らっきょう……………… 10a	 合計 275a の複合経営
これから大いに期待される青年です。

（伊地知）

表
紙
に
よ
せ
て

大
隅
北
小
学
校
の
一
人

だ
け
の
卒
業
式
で
す
。
こ

の
一
年
間
上
級
生
と
し
て
、

下
級
生
の
面
倒
を
見
、
模

範
と
な
り
、
今
、
下
級
生

全
員
が
感
謝
を
込
め
て

作
っ
た
ア
ー
チ
を
く
ぐ
り

思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
小
学

校
と
お
別
れ
。
桜
も
き
れ

い
な
花
を
咲
か
せ
る
た
め

大
き
な
ツ
ボ
ミ
で
一
杯
で

す
。
中
学
校
入
学
の
時
は

満
開
で
し
ょ
う
。

二
ノ
宮
さ
ん
も
桜
に
負

け
な
い
大
き
な
花
を
咲
か

せ
て
く
だ
さ
い
。
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
鈴
木
）

編
集
後
記

平
成
最
後
の
曽
於
市
第
１
回

定
例
会
は
、
夜
12
時
前
に
よ
う

や
く
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
、
議
会
政
治
の
根
幹
を

な
す
政
治
倫
理
の
確
立
と
市
民

の
厳
粛
な
信
託
に
応
え
、
精
錬

か
つ
公
正
で
開
か
れ
た
民
主
的

な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
「
曽
於
市
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例
」
が
議
員
発
議
に
よ

り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。第
１
条
～

14
条
ま
で
の
細
部
に
わ
た
っ
て

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
議
員
が
議
員
の
身
分
に
関

す
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
た

め
真
剣
な
討
議
に
よ
り
、
内
容

確
認
の
た
め
議
会
が
何
回
も
中

断
し
ま
し
た
。
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
全
体
の
代

表
者
と
し
て
倫
理
性
を
常
に
自

覚
し
、
厳
粛
に
精
錬
・
公
正
な

立
場
で
市
政
発
展
に
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。　
　
　
（
今
鶴
）

私たちが作っています。
いろんなご意見をお聞かせください。議

会
広
報
等
調
査

特
別
委
員
会

委
員
長岩

水
　

豊

副
委
員
長

松
ノ
下　

い
ず
み

委　
員重

久

昌

樹

鈴

木

栄

一

今

鶴

治

信

伊
地
知　

厚　

仁

発
行
責
任
者

議　
長原　

田　

賢
一
郎
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